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ストライキを背景とした労働者のたたか

いで、先進諸国の実質賃金は着実に上昇し、

比較的低いアメリカやドイツでも１．１５倍

に。 

これに対し、日本は０．８９倍。財界によ

る賃金抑制、労使協調に埋没する労働組合、

労働者派遣による非正規雇用労働者の増大、

消費税増税で、１９９５年以降、日本の実質

賃金は下がり続け、貧困と格差が拡大、ＧＤ

Ｐの６割を占める消費購買力が落ち込み、

「失われた２０年」と言われるほど日本経済

は元気を失っています。 

そこにコロナ禍、ロシアのウクライナ侵略

により世界経済の混乱が襲い掛かりました。 

しかし、そうした中でも、大企業の内部留

保は拡大し、富裕層は資産を増やし続けてい

ます。 

２３春闘は、異常な物価高騰から暮らしを

守る大幅賃上げを勝ち取ることに加え、同一

労働同一賃金を前進させること、非正規雇用

の正社員化を促進すること、最低賃金を時給

１５００円以上に是正すること、適正な法人

税を課し、所得税の累進性を高め、大企業と

富裕層に応分負担を行わせること、など、働

くなかまの団結で世直しを実現することが

求められます。 

 

 
 異常な物価高騰が私たちの生活を直撃していま

す。生活に必要な品物を買うのに、四人家族の標

準世帯でひと月１５,０００円以上もの出費増。 

２３春闘アンケートに「もうやりくりは無理、

賃金上げて！」の切実な声が寄せられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち２０２３年国民春闘南部地区共同行動構成団体は、スローガンに、 

 「すべての仲間の賃上げと雇用確保でくらしと経済を立て直そう！」 

を掲げ、サブスローガンに 

１）異常な物価高騰に負けない大幅賃上げを勝ち取ろう！ 

２）全国一律最賃制度導入と最低時給１５００円を実現しよう！ 

３）解雇自由化、裁量労働拡大を許さず、安心して働けるルールを確立しよう！ 

４）日本国憲法を守れ！敵基地攻撃能力保有阻止、大軍拡・大増税を許さないたたかいに決起しよう！ 

５）庶民の生活と地域経済活性化の為に消費税を直ちに５％に戻させよう！ 

６）コロナ禍に立ち向かう医療・介護従事者の待遇を改善させよう！ 

７）原発廃止！クリーンエネルギーに転換、地球温暖化対策を強化させよう！ 

８）日本 IBMをはじめ、全ての争議の１日も早い勝利の為に奮闘しよう！ 

 を掲げ、元気にたたかっています。 

23春闘で労働者の要求を実現する為には、多数の労働者が団結し、生計費原則を前面に掲げて、全国で

統一闘争を展開し、経営者、経営者団体、政府を、言論で包囲することです。 

 あなたも労働組合に入り、２３春闘で「大幅賃上げ実現」をめざして声をあげましょう！ 

 岸田自公政権は、軍事費を倍化（年間 5 兆円増）し、米国と一体と

なり敵基地攻撃能力を有する「戦争する国づくり」を推進。「今が新し

い戦前」という言葉さえ生まれる無謀な舵取り行っています。 

ロシアによるウクライナ侵略や、北朝鮮のミサイル発射訓練、中国

の軍拡などで「脅威」を煽りながら、あたかも「現状では役に立たな

い自衛隊」のイメージをふりまき、国民を「軍拡やむなし」の方向に

導こうとしています。しかし現在、日本の軍事費は約５兆円で世界第

９位。倍化すれば世界第３位となります。そのために大増税を企んで

います。 

そんな必要があるのでしょうか。 

一方、子育て支援施策は抽象的で何をやるのかさっぱり

わかりません。積み増す 5 兆円を“子育て・教育”に振り向

ければ、日本の少子化問題の根本原因である「子育てにお

金がかかりすぎる」問題を解決できます。高等教育の無償

化、高い大学学費の憂いが解消されれば、奨学金返済に苦

しむ若者の結婚離れにも変化をもたらします。 

何をすべきで何をすべきでないのか、この判断ができな

い政権には退陣してもらうのが一番です。 

23 春闘で世直しを実現する為に、奮闘しようではあり

ませんか。 

 

 

 


